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1.はじめに 

現在様々な太陽電池の研究開発が行わ

れているが，曲面形状に合わせた太陽電

池の製作や設置が難しいのが現状である．

しかし、エネルギーの有効利用やエネル

ギーハーベスティングの面から曲面形状

の利点は大きく、ますます重要な要素と

なっている。現在、色素増感太陽電池

（DSC）における導電性フィルムでの

TiO2 の低温焼結方法は様々な研究がなさ

れている。著者は TiO2焼結後の曲げによ

る剥離や破損の軽減をするため、真空バ

ギング法を提案し、低真空下低温環境下

における TiO2の焼結での結晶構造や表面

構造の妥当性を確認した（Fig.1）。この方

法を真空時に焼結体に負荷がかからないよ

う改良し、人やロボットが装着できる円環

型 DSC を試作、IV-PV 特性を測定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.構成 

DSC を 2 分割で作成とし、3D プリンタ

にて作成した円環型に導電性フィルム 

 

（Ito-PEN フィルム）を貼り付け、Tio2 ペ

ーストをスキージ法により塗布した後、

低真空低温焼結を行った。真空度は

-80[kpa]、焼結温度は 80 度とした。焼結

後、色素を吸着させた。 

3.結果 

製作した円環型 DSC(Fig.2)の 2 分割の片側

にハロゲンライトから光を照射し、IV および

PV 特性を測定した(Fig.3)。電流値が低いもの

の、円環形状での発電に成功した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.結論 

円環型DSCの作成および発電が確認でき

た。しかしながら、発電効率の低下が見ら

れ、今後性能向上を検討する。 

Fig.1 Schematic drawing of Vacuum bagging 

 

Fig.2 Test piece 
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Fig.3 Characteristic of I-V and P-V 
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